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CLAYTONE-APA

CLAYTONE-APA
有機親和性フィロケイ酸塩をベースとした粉末状のレオロジー添加剤
中～高極性の系に適し、チキソトロピー流動性を付与

製品データ

組成
有機親水性フィロケイ酸塩

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません

かさ密度: 176–256 kg/m³
形状: 粉末

貯蔵および輸送
CLAYTONE-APAは、未開封の専用容器に-50℃〜50℃の温度で乾燥状態で貯蔵および輸送を行って下さ
い。

適用分野

塗料

特長
特殊な有機修飾により、CLAYTONE-APAは、中～高極性塗料系の流動特性に最適な性能を付与します。 
本添加剤を使用すると、チキソトロピー性の流動挙動が得られるため、タレ止め性が大幅に向上すると同時
に、良好なレベリングが保持されます。これにより、貯蔵安定性も最適化され、顔料やフィラーが沈降するの
を防ぎます。

推奨用途

建築塗料 ■
工業用塗料 ■
防食塗料 ■
木工および家具用塗料 ■
印刷インキ ■
粉体塗料 ■

■ 最適     □ 適
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推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.3–2 % 

上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。

添加方法
本添加剤は撹拌しながら加えて下さい。高いせん断力で最低10分間ミルベースに分散させることが望まし
いです。あるいは、10％ペーストを使用することもできます。CLAYTONE-APAの効果は、ブースターや少量
の極性溶媒または水を加えることで高めることができます。

粉体塗料

特長
CLAYTONE-APAは、粉体塗料の溶融粘度を高めるために用いられるレオロジー添加剤です。少ない添加
量でも、押し出し時や架橋反応時の溶融物の粘度が増加します。その結果、塗膜は良好なレベリング性を
示します。添加量を多くすると、細かいテクスチャーが得られ、光沢が低下します。CLAYTONE-APAは、最
終的な表面構造を改質するために使用することができます。溶融粘度の増加により、エッジの被覆性が向
上します。その結果、耐食性が向上します。

推奨用途
本添加剤は、エポキシ、ポリエステル、ポリウレタン、アクリル樹脂、およびポリエステル/エポキシ併用をベ
ースとする粉体塗料に推奨されます。

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.5–4 %  

上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。

添加方法
本添加剤は、樹脂、硬化剤、顔料、その他の原材料と高速ミキサーで混合し、押し出します。

洗剤、洗浄剤およびケア製品

特長
CLAYTONE-APAは、溶剤および油性の系の増粘に使用されるレオロジー添加剤です。また、W/Oエマルジ
ョンの安定化にも使用されます。CLAYTONE-APAは、芳香族、アルコール、グリコール、エステルなどの化
合物を含む中～高極性系に対して自己活性化し、容易に分散します。また、非イオン性界面活性剤（アルコ
ールエトキシレート）にも使用できます。ゲル化にアクチベーターは必要ありません。

推奨用途

工業用洗浄剤 (極性) ■
非水系液体洗剤 ■

■ 最適    □ 適
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推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.5–3 %  配合特性に依ります。

上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。

添加方法
CLAYTONE-APAは、最適な効果を得るために、添加時に高いせん断力を必要とします。本添加剤は多くの
有機液体系に有効で、特定の処理温度を必要としません。高速ミキサーで分散できます。CLAYTONE-APA
は、プレゲルとして、または、そのままで添加することができます。

プレゲルの作り方は以下の通り：

1. 有機溶剤を分散容器に入れます。
2. 撹拌しながら、 CLAYTONE-APA(10 % プレゲル基準)をゆっくりと添加します。
3. 高速で15分間撹拌します。

以下のように、製造中に直接添加することができます：

1. 有機溶剤およびオイルを分散容器に入れます。
2. 撹拌しながら、 CLAYTONE-APAをゆっくりと添加します。
3. 高速で15分間撹拌します。
4. 続けて他の配合成分を加えます。

完成した系に後添加する場合は、CLAYTONE-APAが十分に分散していることを確認してください。高温の
ベースに添加すると、パウダーが急速に外部に濡れることがあります。「乾燥した」中心のある濡れた粒子
は、完全に分散させることが非常に困難です。したがって、CLAYTONE-APAは50 °C以下の温度で使用
してください。後の分散には高速ミキサーまたは低せん断ディゾルバーの使用が必要です。界面活性剤や
乳化剤はCLAYTONE-APAが活性化された後にのみ添加してください。
エマルジョンを使用する場合は、CLAYTONE-APAを油相に添加してください。

熱硬化性樹脂

特長
CLAYTONE-APAは、変性フィロケイ酸塩をベースとした粉末状のレオロジー添加剤で、主に不飽和ポリエ
ステル樹脂をベースとするパテコンパウンドやラミネート樹脂に使用されます。フィラーの沈降を防止しま
す。CLAYTONE-APAをRHEOBYK-R 605のような促進添加剤と組み合わせると、一般的に使用されるチキ
ソトロピーと比較して、添加量を少なくしたり、特性を擬塑性からチキソトロピー流動性へと変えることができ
ます。この改変のより、CLAYTONE-APAは高温でも安定したレオロジー特性を示します。

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.2–2 % 

上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。
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添加方法
CLAYTONE-APAは樹脂に直接添加することができます。CLAYTONE-APAは、長い分散時間でも比較的低
いせん断力で溶解します。

フィラーはせん断力を増加させ、添加剤の混合を向上させます。あるいは、UP樹脂（添加量0.5～2%）で十分
な効果を得るために、スチレンでプリゲルを作製することもできます。このためには、CLAYTONE-APAをス
チレンに4～6％添加する必要があります。この濃度であれば、混合物はポンプで送ることができ、流動性が
あり、後で樹脂に簡単に添加することができます。このような樹脂には、気泡の量を減らすために脱泡剤を
使用することが推奨されます。

ビックケミー・ジャパン株式会社
本　　社：東京都新宿区市谷本村町3-29
大　　阪：大阪市北区堂島浜1-4-4
www.byk.com/jp


